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一、はじめに　
日本漢文学が勃興したのは近江朝においてであった。その理由
について国際交流史の見地から論じられることが当を得ていることはいうまでもない
**。漢詩文興隆の契機が確かに対外交渉にあっ
たこ を立証する資料 多い。では、近江朝に漢詩文が発生する内在の根拠ないしそれを支える思想背景は奈辺にあったのか。このことは当時の文献史料によって別途検証する必要が であろう。現存する近江朝の漢詩文は懐風藻に存する大友皇子の絶句二首のみである。したがって、近江朝における漢詩文興隆の理由および思想根拠を研究するには結果的 奈良朝に成立した諸文献わけても懐風藻の詩文および序 負うところ大きいというのが実状である。両者 間に時代差を存するが 撰者の見聞した資料・作品は現在より遥かに多く且つ直接であ たので、ほぼ同時代 ものと考えて差し支えないであろう　
懐風藻序が研究者の注目を引くことは古くから少なからずあっ
た
*2。その多くが序文の表現や構成をめぐって文選序をはじめ中国
文学における同じ文体の作品との比較に主軸を置くことは当然のことであろう
*3。文学研究において、それは有効な方法論ではあったの
である。だが、語句表現や文章構成上の類似を重要視することはいきおい、近江朝 漢詩 興隆の内在する理由その必然性を看過する恐れがあることも否めない。そ ため、文選序などとの比較をしつつもむしろ懐風藻序の独自性を検証する研究も見られる
**。が
その場合でも表現の類似がどこまで内実に関わるか検討の余地がないわけではない。　
本論では懐風藻序と中国文学に見る同じ文体の作品との関係を表
現ないし構文など文章方法の借用ととらえ本質論の外に置き、あくまで懐風藻序および集中の詩文を対象 し、そ 表現論理から近江朝における漢詩文勃興 内在 理由について検討を加えてみたいと思う。二、齊魯之學――二つの側面　
懐風藻の撰者は序文においてまず日本文化の発展段階を神功皇后
の半島進出を一つの境 し、それ以前の天孫が日向の襲の高千穂の
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峰に天下りなさったときや、神武天皇が大和の橿原に都を造られたころを、天地の運行により万物が草創され、人世の文字文化や社会制度はまだ出来ていなかったとされた。　　
逖聽前修。遐觀載籍。襲山降蹕之世。橿原建邦之時。天造草創。人文未作 至於神后征坎。品帝乘乾 百濟入朝。啓龍編於馬厩 高麗上表。圖烏冊於鳥文 王仁始導蒙於輕島。辰爾終敷教於譯田。遂使俗漸洙泗之風。人趨齊魯之學。
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神功皇后が朝鮮半島の三韓との交渉を進めて以降、応神天皇が
即位されると、百済王に遣わされ、貢品として良馬二匹を持って来朝した阿直伎が能く經典 通じるので、師 太子菟道稚郎子に書物の教授をした。そして彼を介して、同じ応神天皇の代に、漢の高祖の子孫と称して百済に移住した王氏一族の王仁が論語と千字文を日本に伝え（古事記） 、王仁も太子の菟道稚郎子に諸の経籍を伝授したと共に、始めて都の軽島で文字を知らない者に文字文化の啓蒙を される
*5。また、敏達天皇の代に高麗から上
表文を奉られ、鳥 羽 墨で書かれた文章を誰も読むすべを知らないなか、王辰爾の教えを得てようやく読み解けた
**。よって王辰
爾が勅命により都 訳田で人文の教育を広 たのである。それから世に孔子の教えが広まり、人々が儒 学問 学ぶようになっ
たと序にいう。　
右の叙述に注目されることは二つある。一つは序に挙げられた
人文発達の契機となるのはいずれも対外交流の事例であること。これは 選序などと比べる時に明らかに認められる懐風藻序の独自の展開といえるが、その基底に日本の文字文化の発達に国際化を伴う飛躍があったこ は重要な特徴である。このことと関連して、もう一つは「人文」や「齊魯之學」といわれるも の持つ二つの側面の分離である。　
文心彫龍・原道第一にこう記す。
　　
人文之元、肇自太極、幽讃神明、易象惟先。庖犧畫其始、仲尼翼其終、而乾坤兩位、獨制文言。言之文也、天地之心哉。
　
庖犧こと伏羲氏により始めて書き刻まれた「人文」とは書契と
いわれる易の象に由来する文字記号を指すが、事物の変化法則を記録し予測する記号集録の易はのちに周の文王や孔子 発明よって天地人事の法則を包摂する体系的な社会政治 化を内容もつ経典となる。つまり「人文」や「齊魯之學」 記録手段としての文字体系 、社会政治文化との二つの側面を持つのである。このことは文選序によって一層明確 述べられている。　　
冬穴夏巢之時、茹毛飲血之世、世質民淳 斯文未作。逮乎伏羲氏之王天下也、始畫八卦、造書契、以代結
之政、由是文
籍生焉。易曰、觀乎天文以察時變、觀乎人文以化成天下、文之時義
矣哉。
　
ここに伏羲が始めて八卦を書くのは、天下に王たる時であって、
書契を造るのは「以て結
の政に代る」とされるのである。した
がって、人文はその発生当初から「天文を觀 以て時の變 を察
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し、人文を觀て以て天下を化成す」る意味を有するが、文籍が蓄積し、学問の対象となると、そこに記録手段としての文字体系と、その内容として 自然・社会政治文化との二つの側面を持つようになる。王仁が初めて論語と千字文 日本に伝え、啓蒙教育を始めたということは 漢字文化受容の初め人文の性格上儒学の内容に無論触れることに 触れるが、主には記録・伝達手段として漢字文化が中心であった 見られる。これ 敏達朝に王辰爾が高麗の上表を解読したという事例によっても知られる。　
人文の展開が王朝の制度建設に初めて及んだのは、推古朝にお
ける聖徳太子の摂政においてであった。　　
逮乎聖徳太子。設爵分官。肇制禮義。然而專崇釋教。未遑篇章。
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聖徳太子の時に、官位十二階を定められ、はじめて礼義を制定
されたという。ここの礼義に憲法十七条が含まれるか議論はあるが
**、主に冠位十二階を「徳・仁・礼・信・義・智」 大小で表す
ことを意味することは間違いない
**。そして序に太子が世間の道徳
思想として專ら仏教を崇め、詩文を作 暇がなかったと述べ ことには一つの飛躍がそこにあった。つまり初期の官位制定も仏教尊崇も直接に「篇章」に結び付かないから、詩賦に象徴される文学の発展段階は次の時代を待たなけれ なら のである。三、皇猷――文學と憲章法則　
懐風藻の撰者が天智天皇の開かれた近江朝の賞揚に最大の賛辞
を注いだことは、研究者の一致して認めるところである。それは次の文章に示される。　　
及至淡海先帝之受命也。恢開帝業。弘闡皇猷。道格乾坤。功光宇宙。既而以爲。調風化俗。莫尚於文。潤徳光身。孰先於學。爰則建庠序。徴茂才。定五禮 興百度。憲章法則。規模弘遠。夐古以來。未之有也。於是三階平煥。四海殷昌。旒纊無爲。巖廊多暇。旋招文學之士 時開置醴之遊。當此之際。宸翰垂文 賢臣獻頌。雕章麗筆。非唯百篇
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右に述べられた天智天皇が天命を受けられた後の出来事を近江
遷都以降に限定するのは適当ではなかろう。天智
称しょう
制せい
六年
（六六八） 近江に遷都した朝廷は足掛け僅かに五年しか経たなかったが、天皇が中
なかのおおえ
大兄皇子と称せられた時 有名な蹴
け
鞠まり
の会で中
なか
臣とみ
（藤原）
鎌かま
足たり
と知り合い、権勢を誇った蘇我氏を倒し、律令制国
家の建設を目指す改新の機運を切り開かれたことは周知のとおりである。そもそも「受命」とは天命を受けて天下を経営する意で
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あるが、必ずしも即位に直結する必要はない。儒学の経典に屢ば「文王受命」をいうが、周の文王は仁徳政治を行い、天下の三分の二の国々を従えるまでになったが、終生殷の紂王に仕え、王位に就かなかった。大化元年（六四五）孝徳天皇に皇位を譲り、皇太子 立てられた皇子が改新政権の中枢となって諸政策を次々に打ち出し、それ が近江朝にかけて近江令と称される諸法令となって整備されていったことは正に「受命」された証明でもあったのである。　
序に「帝
てい
業げふ
を恢
くわい
開かい
し、皇
くわういう
猷を弘
こう
闡せん
す」というのは改新のことを
指すと思われる。 「皇猷」は天子の治世理念、それを「広く示された」 いうことは正に律令 明文化と法制に基づく制度化ほかならない。日本書紀に徴すれば、大化改新の詔令などがそれに当たるが、実際、孝徳・斉明・天智の三朝 中でも天智天皇紀は壬申の乱に伴う典籍の散逸などによりそ 記述内容は特 不十分と考えられてしかるべきであろう
*9。それはともかく、当時の政
治理念は「天地を図り究め ることにより政治を運営し、 「ご功業は天下に輝いた」というそこに律令建設の第一段階の功を挙げこと 疑いない。このこと ついて詳しくは後に改めて述べる。　
序は続いて天皇の御思慮に直接触れる。
　　
既而以爲。調風化俗。莫尚於文。潤徳光身。孰先於學。爰則建庠序。徴茂才。定五禮 興百度。憲章法則。規模弘遠。夐古以來。未之有也。
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風俗を改善し人民を教化するのに最も重要な「文」とは、すな
わち前節で触れた「人文」であり、とりわけ儒学の「文籍」であることはいうまでもない。そして徳を養い立身を立派にする 「学」は儒学の経典を学び極める学問であることも一読して明白であろう。この「文」と「 」の二つを合わせたのが儒教文化圏にいう伝統の文学 第一義であったことは既に別稿で述べたことがある
***。
　
論語・先進に「德行、顔淵・閔子騫・冉伯牛・仲弓、言語、宰
我・子貢、政事、冉有・季路、文學、子游・子夏」と伝えられた孔門十哲が四科に分属されるなか 実際儒学の典籍経義を後世に伝授したのは文学に長じる子游と子夏であった。　
そのため、漢代で「文学」とはしばしば儒学と同義語のように
使われた。悪名高い秦の始皇帝によ 焚書坑儒を「秦詩書を焚き、文學を誅戮す」 （史記・封禪書）と記 、漢の武帝が 術を好んで儒者の趙綰、王臧等を召し出したことを 學を以て公卿為す」 （史記・武帝紀）と表している。さらに史記・儒林傳に武帝の世に「百家の言を絀けて、文學の儒者を延く」経緯を次のように記している。　　
及竇太后崩、武安侯田蚡為丞相、絀黄老刑名百家之言、延文學儒者數百人、而公孫弘以春秋白衣 為天子三公、封以平津侯。天下之學士、靡然
風矣。
　
春秋経を治める文学儒者の公孫弘が天子を補佐する三公に重用
され、平津侯に封されてから、天下の学士がこぞって儒学に風靡したというのである。
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天智天皇が考えられた「文」 「学」もそうした儒教典籍の章句
経義を治め広める「文学」であったに違いない。だからそれに伴う施策として大学が設置され、秀才の養成が図られたと共に、礼楽律令を敷くために庚午年籍が作成され、新しい儀礼制度が制定されたのである。その制度規則の大きさや広さといったら遠い昔から現代にいたるまで見たことがない、という も単なる虚飾ではないことはすでに先学の指摘するところである
***。
　
日本漢詩文は正にそうした制度建設の完成に伴う泰平の盛業の
一つとして勃興　　
於是三階平煥。四海殷昌。旒纊無爲。巖廊多暇。旋招文學之士。時開置醴之遊 當此之際 宸翰垂文 賢臣獻頌 雕章麗筆。非唯百篇。
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瑞兆とされる三台星座が明るく輝き、国家は繁栄し、政治は無
為にしてよく治まり、朝廷に暇が多くできた。そこでしばしば文学愛好の士を招いて、時折り酒宴の遊びを開かれた。 の時 あたり天子みずから文を作られ、賢士たちは讃美の詞を てまつった。美しく飾った文章はたんに百篇を数えるだけ はない。　
そのような儀礼制度の整備に伴う詩賦興隆の経緯は漢代にも先
例を見ることができる。班固「兩都賦序」に次のように述べている。　　　
大漢初定、日不暇給。至於武・宣之世、乃崇禮官、考文章、
内設金馬石渠之署、外興樂府協律之事、以興廢繼絶、潤色鴻業。
　　　
故言語侍從之臣、若司馬相如、虞丘
王、東方朔、枚
臯、
王褒、劉向之屬、朝夕論思、日月獻納。而公卿大臣、御史大夫倪寛、太常孔臧、太中夫夫董仲舒、宗正劉徳、太子太傅蕭望之等、時時間作 或以抒下情而通諷諭 或以宣上徳而盡忠孝、雍容揄揚著於後嗣、抑亦雅頌之亞也。
　　　
故孝成之世論而録之、盖奏御者千有餘篇、而後大漢之文章
炳焉、與三代同風。
　
秦漢の集権制度は、漢の武帝、宣帝の時に至って始めて礼楽祭
祀や学問思想の振興が図られ、司馬相如ら文学の従臣と董仲舒ら公卿大臣の詩賦、論文が盛んに作られた。班固はこれら漢代の文章を詩経の「雅頌」に次ぐ、夏・殷・周「三代」の伝統に通ずるものと讃えた。　
振り返ってみれば、近江朝における漢詩文 興隆も儀礼制度の
整備の一環であり、その成功を顕彰するもの ほかならない。詩文の美辞麗句や表現技巧 追求が目的ではなかったように思われる。ここに近江朝漢詩文の思想理念の特質を見ることができるであろう四、雕章麗筆――文学の自立　
詩賦をはじめ文章の語句詞藻や表現技巧が発達するにつれ、儀
礼政治から遊離し美辞麗句を事とする傾向が顕著に表れてくる。漢書・芸文志に枚乗、司馬相如らの作品を取り挙げ、 「競ひて侈麗閎衍の詞を為し、その風諭の義を沒す」と謂い、早くも 内容
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に諷諭の欠落を指摘している。一方、詩賦の華麗な表現特徴を積極的 肯定する見解も見られる。 「詩賦欲麗」を主張する魏文帝 ・曹丕の典論・論文に る議論がその代表である。　　
盖文章經國之大業、不朽之盛事。年
有時而盡、榮樂止乎其
身、二者必至之常期、未若文章之無窮。是以古之作者、寄身於翰墨 見意於篇籍、不假良史之辭、不託飛馳之勢、而聲名自傳 後。
　「文章は経国の大業なり」と歌うこの文言は、平安初期の勅撰詩集『経国集』の命名にも用いられたほど有名であったが、詩賦文章が経史から独立して作者の名声を後世に遺すというその議論に、作品の意義内容を問わず表現技巧に走り偏る恐れがあることは否めない。　下って南朝・宋の元嘉年間、儒、玄、史、文の四学が官学に並
び立てられ、文学がついに儒学と袂を分かち、華麗な詞藻表現を追求する傾向をますます強める。南朝詩文のそうした過度の詞藻追求の弊害を論述する批評は古来少なしとしない。隋書・文學傳論に南朝・梁の大同年間より流行する繊細新奇な詞藻表現を衒う軽艶淫靡な宮体詩風を「亡國之音」と批判している。　　
雅道淪缺、漸乖典則、爭馳新巧。簡文・湘東、啓其滛放、徐陵・庾信、分路揚
鑣。其意淺而繁、其文匿而彩、詞尚輕險、
情多哀思、格以延陵之聽、蓋亦亡國之音乎。
　
他方、著者の魏徵は、南朝斉・梁の永明、天監年間 詩文を北
朝の太和・天保年間の詩人作品に並べ挙げ 文雅尤盛 褒め称え、南北詩人の短所を取り払い長所を取り合わせ ば「善を尽くし美を尽くす」とも述べている。
　　
自漢魏以來、迄乎晉宋、其體屢變、前哲論之詳矣。曁永明天監之際、太和天保之間、洛陽江左、文雅尤盛。于時作者、濟陽江淹、吳郡沈約、樂安任昉、濟陰溫子昇、河間邢子才、鉅鹿魏伯起等 並學窮書圃、思極人文、縟綵鬱於雲霞、逸響振於金石、英華秀發 波瀾浩蕩 筆有餘力 詞無竭源。方諸張蔡曹王、亦各一時 選也。聞其風者聲馳景慕、然彼此好尚互有異同、江左宮商發越 貴於清綺 河朔詞義貞剛 重乎氣質。氣質則理勝其詞、清綺則文過其意、理深者便於時用 文華者宜於詠歌、此其南北詞人得失之大較也。若能掇彼清音 簡兹累句、各去所短、合其兩長 則文質斌斌、盡善盡美矣。
　
魏徵は初唐の名臣として誉高く、右に見た彼の議論は当時の知
識人の代表的な見解でもあったに違いあるまい。太宗皇帝勅撰の晋書・文苑伝などの史伝に 似たような論説が見られる。いわば文学の独自性を自覚した魏晋六朝を経 初唐の詩風のみならず、文論も六朝詩文 影響を受けることは明らかである。　
ところが郝經・續後漢書・文藝列傳にいう。
　　
故六經無虛文、三代無文人、戰國之末、屈宋始為文章。漢興、孝武雖為歌詩、然亦未以為學也。
　　
至丕簒代、專以文章為務、一時 士大夫公卿大臣 專門名家、流風波蕩、不復可遏。至宋齊梁陳、如簡文、元帝 長城公輩、益為浮艷、君臣宣淫、自謂風流天子、卒僨社沉宗。浸淫及於隋唐、明智之君皆喜辭章 遂以篇題取士 舉世事虚文而為文人、不復知二漢 經術、况唐虞之學乎？皆操丕父子、建安諸人
之也。
　
隋唐以降の詩文も一律に「虚文」と退ける郝經の議論は過激に
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失するところが全くないとはいえないが、文章変遷の大筋は把握したといえよう。五、近江風流　
振り返って近江朝の漢詩文を見れば、詩文が儀礼政治から遊離
する傾向は殆ど見られない。懐風藻中に僅かに存する大友皇子の侍宴一首を見てみよう。　　
皇明光日月
　　　　
皇くわう
明めい
　
日じつ
月げつ
と光
て
らひ、
　　
帝徳載天地
　　
帝てい
徳とく
　
天てん
地ち
に載
な
る。
　　
三才並泰昌
　　
三さん
才さい
　
並びに泰
たい
昌しゃう
、
　　
萬國表臣義
　　
萬ばん
國こく
　
臣しん
義ぎ
を表
あら
はす。
　
侍宴詩は御宴に侍する時の作で、恐らく皇子が太政大臣を拝命
したのち、宮中の御宴に侍する時に作られた作品であろう。天子の恩徳を誉め讃え、治世の理念を謳歌するのが侍宴詩のお決まりの類型ではある。詩に見る「皇明」も「帝徳」も天子の英知、道徳を讃えるものに違いないが、周易・乾傳に聖人のことを「天地にその徳合
かな
ひ、日月にその明合ふ」と表現するから、冒頭二句は
これを踏まて天智天皇の道徳を天地 法則 法る聖天子のそ として讃えたことが知られる。また「三才」も周易・繫辭に「易書たるは、広大にして悉く備 る。天道有り 人道有り、地道有り」という「三才の道」に依ってい 人世の道は天地自然の法則に則り、それに叶う が最高 治世だと考えられ、それを実現した世の中が安らか 栄え、こ 楽土を目指して遠方の国々から人々がやってきて、その徳治に服従 礼を表すというのが経書に再三強調された儒学の治世思想な である。ここに詩人の文学才
能もさることながら、思考の厳密さと儒教的理想政治に対する認識の深さが伝わってくる。　
同じことは集中にもう一首見える皇子の述懷詩についてもいえ
る。　　
道徳承天訓
　　　
道だう
徳とく
　
天てん
訓くん
を承
う
け、
　　
鹽梅寄眞宰
　　
鹽えん
梅ばい
　
眞しん
宰さい
に寄
よ
る。
　　
羞無監撫術
　　
羞は
づらくは監
かん
撫ぶ
の術
じゅつ
無な
きことを、
　　
安能臨四海
　　
安いづく
んぞ能
よ
く四
し
海かい
に臨
のぞ
まむ。
　
詩人の抱負にある治世の道徳も政策も儒学の経典に依拠してい
る。 「天訓」は尚書・康王之誥、 「塩梅」は尚書・說命を典拠に用いられた。そして「監撫」すなわち監国、撫軍は春秋左伝・閔公二年に見える古来の制度にあった太子の職責であったが、 「四海」と「萬國」が同義であることはいうまでもない。　
詩人伝は皇子のことを「皇
み
子こ
博學にして多
た
通つう
なり、文武の材
ざい
幹かん
有り」 、 「
天てん
性せい
明めい
悟ご
」と伝えると同時に、 「
未いま
だ幾ばくならざるに、
文ぶん
藻さう
日ひび
に新
あらた
なり」という。つまり皇子の詩文は学び初めて未だ時
が経っていなかったのに、日進月歩のように上達し が、その学問の中心はこれではなく、あくまで儒学を意味する「雅
もと
より博
はく
古こ
を愛す」にあったの ある。ここに近江朝漢詩文の思想理念の本質を窺い見ることができよう。　
序に挙げられた近江朝以降に輩出した優れた詩人もそれぞれ鮮
明な個性をもちながら、近江風流を受け継いだ点 同じである。　　
自茲以降。詞人間出。龍潛王子。翔雲鶴於風筆。鳳翥天皇。泛月舟於霧渚。神納言之悲白鬢。藤太政之詠玄造 騰茂實於前朝。飛英聲於後代。
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これより以降、詞人間出す。龍
りゅう
潛せん
の王子、雲鶴を風筆に翔ら
せ、鳳
ほう
翥しょ
の天皇、月舟を霧渚に泛かべたまひ、神納
なごん
言が白
はく
鬢びん
を悲しび、藤太
だい
政じょう
が玄
げん
造ぞう
を詠める、茂實を前朝に騰げ、英聲
を後代に飛ばす。
　
ここに壬申の乱以降の作者、特に大津皇子、文武天皇、藤原不
比等、大神高市麻呂の詩が挙げられた撰者の意図について議論が分かれる
***。が、作品の分析は別の機会に譲るとして、これらも大
友皇子の詩と同じ性格のものであったと見てよいように思われる。つまり詩賦文学に志を立てた皇子、季節天象に意を注ぐ天子、朝廷の儀礼政治を謳歌する大臣、民衆 生業を重視する諌臣らの作品を挙げることで律令建設時代の詩風を語ったものと見られるである。六、むすび　
近江朝漢詩文の思想理念は孔門四科の一つにある文学に通じる
儒教の礼楽思想に った。その目指すところが儒教 儀礼思想に基づく律令制度の整備にあったことはいうまでもない。そして朝廷の制度整備の成功により、宮中殿前に並ぶ三階を象 三台星座が穏やかに輝き、陰陽が調和し風雨が時を違わず、五穀豊作する天下太平の瑞兆となる（開元占経） 。四方海内の人民が平和で豊かに暮らすので、朝廷に事無く天子がただ手を拱いて るだけで天下がよく治まる である。そんな中で朝廷では 折宴会が振る舞われ、天子自ら御製詩を作られ、賢臣文士たちが治世 謳歌する美辞麗藻の詞章を献上した。治世 謳歌は思想理念の確認でもあり、饗宴こそ 儀礼政治 象徴であり、詩経 雅頌諸篇が歌わ
れる場でもあったのである。　
そうした近江風流を追懐するのが懐風藻撰者の意図するところ
であったことは明らかである。序の結びにいう。　　
余以薄官餘閒、遊心文囿、閲古人之遺跡、想風月之舊遊、雖音塵眇焉、而 翰斯在。撫芳題而遥憶、不覺涙之泫然。攀縟藻而遐尋、惜風聲之空墜。遂乃收魯壁之餘蠹、綜秦灰之逸文。
　　
余われ
、薄官の餘
よ
閒かん
を以ちて、心を文囿に遊ばしむ。古人の遺跡
を
閲けみ
し、風月の舊遊を想ふ。音塵
眇びょう
焉えん
と雖も、しかも餘翰
ここに在り。芳題を撫でて遥かに憶ひ、涙の泫然たるを覺えず。縟
じょく
藻そう
を攀ぢて遐かに尋ね、風聲の空しく墜ちなむことを
惜しむ 遂に乃ち魯壁の餘
よ
蠹と
を收め、秦灰の逸文を綜
す
べたり。
　
そして次のように続けた。
　　
余撰此文意者、爲將不忘先哲遺風、故 懷風名之云爾
　　
余が此の文を撰する意は、將に先哲の遺風を忘れざらむが爲なり。故に懷風 以ちてこれに名づくる云爾（ぞ） 。
　
心を文学の庭園に遊ばせていた撰者が先哲の詩篇に付けて思い
しのんだのは、風月に遊んだ古人の風雅な振る舞いであり、こらの詩篇に詠まれた往昔の治世と過ぎ去りし紆余曲折であったはずである。それらを思い浮かべたからこそ涙がはらはらと流れ落ちたの ろう。ここに撰者の意図は単なる詩篇そのものにあるとは思われず、大化改新以降 近江朝を中心に整備された律令制度の建設に取り組んだ先人の偉業を跡付けるのが目的であっ に違いない。ここに作者 頌えた近江朝漢詩文 本質 あったと考えてよ であろう。　
そして、近江朝漢詩文の思想理念を実践した作品の創作は何時
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まで続いたのだろうか。序に挙げられた大津皇子から藤原不比等までが一つの目安になるであろう。それは政治史上においては正に律令国家制度 建設と整備期に当たること 今さら言うを待つまい。注
*１　
中西進『万葉集の比較文学的研究』 （講談社『中西進万葉論集』第一、
二巻） 、 辰巳正明編『懐風藻―漢字文化圏の中の日本哀漢詩』 （笠間書院）*2　
山岸徳平「懐風藻の成立」 「懐風藻と日本文学」 （ 『日本漢文学研究』有
精堂出版）*3　
吉田幸一「懐風藻と文選」 （ 『国語と国文学』第
9巻
１2号） 、 小島憲之『上
代日本文学と中国文学 ・ 下』 （塙書房） 、 大野保『懐風藻の研究』 （三省堂）*4　
波戸岡旭『上代漢詩文と 国 学』 笠間書院）
*5　
応神紀に「十六年の春二月に、王仁來り。則ち太子菟道稚郎子、師と
したまふ。諸の典籍を王仁に習ひたまふ。通り達らずといふこと莫し」とある。*6　
敏達紀に「高麗の上れる表疏、烏の羽に書けり。字、羽の黒き隨に、
既に識る者無し 辰爾、乃ち羽を飯の氣に蒸して 帛を以て羽に印して、悉に其の字を寫す。朝庭悉に異しがる」 ある。*7　
岡田正之『近江奈良朝の漢文学』 （養徳社） 、杉本行夫『懐風藻』 （弘
堂書房）*8　
推古紀に「始めて冠位を行ふ。大徳・小徳・大仁・小仁・大禮・小禮・
大信・小信・大義・小義・大智・小智、凡て十二階」とある。*9　
笠原英彦『歴代天皇総覧――皇位はどう継承されたか』中公新書）
*１0　
拙稿「遣唐大使の述懐詩を ぐって」 （ 『東亜視域与遣隋唐使』光明日
報出版社）
*１１　
岡田正之前掲書
*１2　
川崎庸之「懐風藻について」 （ 『文学』一九―一一）
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The Thought of Chinese Poetry in Oumi-dynasty
HU, Zhiang
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